
真庭ＳＤＧｓミーティングについて

真庭市総合政策部総合政策課



ＳＤＧｓを官民挙げて取り組む組織を2019年10月27日に設立。真庭ＳＤＧｓパートナーに登録した市
内外の企業や団体、個人が対象。（令和２年11月：現在158団体、15個人）

■真庭ＳＤＧｓ円卓会議
①ＳＤＧｓの理念、目標を理解し、真庭市が目指すＳＤＧｓ
　未来杜市の実現に向け、構成員自らが可能な取組を積極的に
　実行し、その取組を広く周知
②構成員同士の連携により、取組の効果を一層広げる

■真庭ＳＤＧｓパートナー（＝円卓会議構成員）
①真庭市のＳＤＧｓの取組に賛同し、パートナー宣言を行った企業・団体、個人。
②環境、教育、福祉、医療、産業などあらゆるステークホルダーがパートナーに登録。

真庭SDGｓ円卓会議



真庭SDGsパートナーへのアンケート結果概要（抜粋） 
（SDGｓの普及啓発）
パートナーの中には、担当者だけでなく、全職員に考えを浸透させるために、可能な範囲でできることを企画・実施してい
るところもあるが、多くは全職員に考えを浸透させるのには難しいとの意見が多く挙がった。 
特徴的な取り組み）
社会課題を自分事として捉え / 一人ひとりが意見を出し合ってSDGs目標を設定 / 外部講師を招いてSDGsに関する社内研修を実施 
/ メール本文等に「ことば」や「文字」にしてSDGsを呼びかけ / SDGsツアーズに参加して学習 / ＭＩＴ番組「SDGsって何？」に出演し、
活動をＰＲ 

（SDGs目標達成に向けた行動）
SDGsの考えを踏まえて、今までの延長線上を超えた取り組みが期待されるが、新たな行動や事業を生み出したり、連
携を促進したりなどできていない状況。
連携ができそうな取り組み）
食育活動 / リサイクル / ジビエ・地元野菜を使った料理の開発 / スポーツの場を提供するときには心身の健康保持・増進・介護予防の
向上につながることも意識 / ジェンダーフリーの職場づくり / おかやま子育て応援宣言企業 / 新型コロナの感染予防対策グッズの開発

（パートナー制度に期待すること）
団体同士が気軽に情報交換したり、一緒にSDGｓについて考える場や取り組みのきっかけとなる場がほしい、自身の取
り組みとSDGsを結びつけてみたものの、その先に何をしたら良いかわからないといった声があがっている。 
特徴的な意見）
メジャーな方の力を借りて、勢いをつけたい 。 / 一次産業、二次産業、三次産業、消費者といった様々な関係者がいるので、それらをマッ
チングする機能がほしい / 様々な世代の交流を行いたい / 会員の方々がどんどん学校に入ってきて子どもたちと一緒になって活動をしてく
ださるといい / 子どもは本気で挑んでいる大人と出会うことで刺激を受け、持続可能な社会を自分ゴトとして考えるようになると思う。



これからSDGsパートナーと共に目指していきたいこと 

ひもづけからアクションへ
真のＳＤＧｓプレイヤーを目指そう

ＳＤＧｓの目標は2030年
「既に」目標が採択されて5年が経過しています。

これからは、行動の10年として、具体的なアクションを通した
ＳＤＧｓについて、考え行動する「真のＳＤＧｓプレイヤー」を目指していきましょう。

真庭ＳＤＧｓミーティングを通して実現



真庭ＳＤＧｓミーティングのステップ 

３ヶ月に１回程度、継続的に開催していきます
話し合いたいことの提案も受け付けます
正しくＳＤＧｓを学び・理解し、自らが何を目指していくのかを一緒に考えていきます
（メリットや付加価値は正しくＳＤＧｓ活動を行ったその先に結果としてついてくるもの）

同じ目標に向かう仲間は158団体：情報交換し、連携していきましょう



それぞれが具体的なアクションを考え、
取組をブラッシュアップする場 

円卓会議

ミーティング

マクロ的な真庭市全体の今後１年間の
方向性を共有する場

真庭SDGｓ円卓会議と真庭ＳＤＧｓミーティング

ＳＤＧｓの素材

出典：ソーシャルプロジェクトを成功に導く12ステップ
　　　　（佐藤・広石、2018）



報告）おかやまＳＤＧｓアワード

今年度より、おかやま地域発展協議体おかやま
ＳＤＧｓ研究会（真庭市も構成団体のひとつ）主催に
より「おかやまＳＤＧｓアワード」を募集

県内の企業や教育機関、町内会など75団体か
らの応募があり、真庭市内からも10団体が応募

６団体が受賞され、「十字屋グループ」が市内か
ら受賞



報告）おかやまＳＤＧｓアワード
受賞団体 主な取り組み内容

ありがとうファーム 障がい者が講師となり、子どもに廃材を使ったリサイクルアートを楽しんでもらう教室を岡山市の表
町商店街で定期開催している。

倉敷市立静思高 東日本大震災や西日本豪雨災害の被災者支援、カンボジアの子どもたちへ支援でチャリティバ
ザーなどの収益を寄附している。

倉敷青年会議所 倉敷市内の小学校でSDGｓをテーマにした出前授業を展開。イベントなどを通して市民への啓発
にも力を入れている。

十字屋グループ 真庭市などと協働してSDGｓに関するイベントやワークショップを開催し、世代間交流や次世代の
育成に取組んでいる。

とみやま助け合い隊 岡山市中区富山学区で、困り事を抱える住民と支援者をつなぐ仕組みを構築し、高齢者らの生
活不安を解消している。

服部興業 施工現場の産業廃棄物低減や運営するコンビニエンスストアでのフードロス削減などの目標を立て、
実現に努めている。

（市内からの応募団体）
・梶岡建設
・銘建工業
・オーティス
・ピタゴラス放課後真庭
・山下木材
・真庭観光局
・真庭エスパス文化振興財団
・真庭学習塾
・コミュニティデザイン

本内容については、今後、真庭ＳＤＧｓミーティング等
で事例研究を行っていくことを検討


